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研ぎの作業

サンプルによる映り込みの確認

一滴ずつ漆を垂らす
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建築を設計していると、家具からペーパー
ウェイトにいたるまでどこまでが建築でど
こまでが物なのか、不可分になってしまう
ことはままあることである。「ケンチク」
と「モノ」そしてそれらを使う「ヒト」に
対して、どこまで手を広げてどのようにデ
ザインするかは、建築家の永遠のテーマと
言えるのではないだろうか。
「日々の 100　松浦弥太郎著」という本を
読んでみると、建築設計の日々のアプロー
チとは真逆の方向からのアプローチで空間
が立ち上がってくるからおもしろい。この
書籍は元「暮らしの手帳」編集長のお気に
入りの「モノ」を 100 紹介する書籍である。
著者のセンスが惜しげもなく発揮された
100の「モノ」たちにパーソナルなエピソー
ドや私感を添えられたエッセイ集となって
いる。時計やリーバイス 501、 村上開新堂
のクッキーやマーティンのギターなど多岐
にわたるモノを並べられて、ああこれ欲し
いなぁとか考えながらページをめくってい
るうちに、そのモノとモノが結び付き、松
浦弥太郎という人物のキャラクターが自分
のなかに立ち現れてくる。そしてなんとな
く松浦弥太郎という「ヒト」が纏う空間の

ようなもののイメージが浮かんでくるので
ある。
さらに話は飛ぶが、数年前、プーライエ ( 設
計鯨井勇 )や水無瀬の町家 (設計坂本一成 )
を見学する機会を得た。建築が素晴らしい
のはもちろんなのだが、空間内に置かれた
テーブルや本棚に並ぶモノたちが本当に豊
かなことに感銘を受けた。モノとケンチク
の関係が不可分に思えたのだ。プーライエ
の鯨井さんのデスクには昔のボブマーリー
のコンサートの半券が飾ってあり、水無瀬
の町家の吹き抜けに面した書斎には本と共
にウッドベースが並んでいる。器であるケ

てそれを使うヒトの総体として空間が立ち
現れていると感じた。
モノ⇄ヒト⇄ケンチクの関係性は不可逆で
はなく、インタラクティブで、当然そのプ
ロジェクトのパーソナリティによって相互
の関係性の色や比重は異なる。その関係性
を意識的に捉え魅力的な空間を設計したい
と考えている。

イマ空間とドマ空間、それぞれの用途に合
わせて２種類の作業台を製作した。
家具をデザインする際には、構造的な要素、
特に裏方的な部分にこだわりたくなる。今
回の作業台では、筋交がそれにあたる。脚
を支える縁の下の力持ち。「人」でいう「ヽ」
だ。
イマ空間の作業台は、作業だけでなくワー
クショップや展示など多目的に使われるた
め、レイアウト変更を簡単に行えることが
求められた。そのため、脚はスチールパイ
プで軽量にし、ひと回り細い筋交を入れて
安定させている。脚を折りたたむことで簡
単に高さを変えられる機構も取り入れた。
見る角度によって、脚と筋交の重なりに動
きが出るようにデザインした。
ドマ空間の作業台は、木材加工などのラフ
な作業で使用されるため、重厚な作りにし
た。アトリエに入って正面にこの作業台の
側面が見える。その際に堂々と鎮座して見
えるように、八の字に広がる脚に対して、
筋交は鉛直方向に配した。荒々しく使われ
て、たくましい味のある家具に成長してく
れることを願う。
これら２つの作業台は、軽量と重厚という
相反する印象の家具だが、筋交の入れかた
に共通性をもたせることでゆるい繋がりを
図った。　　　　　　　　　　（布野宏明）

ラワンべニア畳（縁はタモ材）

太鼓張りの障子戸

イマ空間作業台

ドマ空間作業台

イマ空間作業台折りたたみ状態

サンダーでグラデーションをつけたビニルカーテン

組子による可変可能な棚
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いいかい、怖かったら怖いほど、
逆にそこに飛び込むんだ。

やってごらん。
                          岡本太郎

OOO architecture
（オー アーキテクチャ）




